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第Ⅰ部　記念式典

■創立記念式典

今年もこうして 45 回目の IMH 創立記念日
を迎えることができました。これは偏に、多
くの皆様方の御理解とご厚情の賜であること
を忘れてなりません。

人生 100 年時代の到来を見据えますと、一
層の高齢化と人口減少が見込まれます。その
対策として、「健康寿命の延伸」も大きな課題
の一つとなっております。私ども「飯田メディ
カルヒルズ」のミッションも、一層重大になっ
てまいると考えられます。

これを斟酌しまして、この度の新施設アネッ
クス建設も、従来の各事業を「拡大・充実」
しようとするものでございます。

職員一同は、その基本理念であります「保健・
医療・福祉を三位一体としたサービスを提供」
できますよう、どのような状況にも、怯むこと
なく、心を一にして精励致して参らなければな
りません。

■永年勤続表彰

先ずは、永年勤続の皆さんに、心からお祝い
と感謝を申し上げます。

今日まで、倦まず弛まず勤続できたというこ
とは、皆さんが、それなりの条件に、恵まれて
いたからです。その条件の第一は、健康であっ
たということです。ご両親から受け継いだ健全
な心身に加えて、自己管理が出来ていた証でも
ありましょう。

次は、ご本人を取り巻く環境です。ご家族を
はじめ、周囲の皆さんの、ご理解とご協力に感
謝しなければなりません。

しかし、一番大切なことは、言うまでもなく、
ご本人の勤労精神です。今日に至るまでには、
長い人生です。有為転変いろいろあったことで
しょう。良いことばかりではなかったでしょう。
しかし、その苦境を不撓不屈の精神をもって乗
り越えて、今日を迎えるに至った皆さんに対し
て、心から敬意を表す次第です。

よって、茲に永年勤続の功績を称え表彰致し
ます。

理事長　土屋　隆　式辞
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4 月 28 日（日）、当院講堂「レインボーホール」に於いて、
ＩＭＨ創立 45 周年記念式典・祝賀会 - 永年勤続表彰式・新入職員歓迎会 - が挙行されました。
勤続５年～３５年の６０名の職員が表彰されました。

永年勤続者の表彰
満勤続３５年表彰者

満２０年勤続表彰者

満１５年勤続表彰代表 満１０年勤続表彰代表 満５年勤続表彰代表

満勤続３０年表彰者

准看護師主任　川手 美百合

薬剤部事務主任   伊藤 真由美

医師   加藤 譲司 臨床工学技士   片桐 希恵 理学療法士   吉川 愛美

介護補助者   錫木 美智代 統括事務長   西沢 修一

機能訓練指導員　赤木 和教

開式の辞
名古屋東栄クリニック

総合健診センター長 花田 征治
司  会

院長 露久保 辰夫  総師長 山口 逸子
院歌斉唱

コーラスクラブ  グリーンエコー
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永年勤続者代表　御礼の詞

永年勤続者一同を代表いたしまして、一
言、お礼の詞を、述べさせていただきます。

今年も、風に舞う桜吹雪が目に眩しい、
この良き日に、第四十五回飯田メディカル
ヒルズ創立記念式典を迎え、永年勤続の表
彰を賜りましたこと、一同 感謝の念に堪え
ません。私たちが、永年勤続を果たしえま
したのも、理事長先生をはじめ、諸先輩、
同僚、そして後輩の皆様方の、ご指導とご
支援のおかげでございます。

私が入職いたしましたのが、平成が始まっ
た年でありました。輝山会記念病院もＡ館
だけで、透析室の手伝いを行いながら、病
棟を回り、患者さんの機能訓練を行ってい
ました。それから外来リハビリやデイケ
アで勤務し、飯田市中部デイサービスセン
ター、特別養護老人ホームきりしま邸苑に
おいては、立ち上げに関わらせていただき
ました。

その中で、私自身たくさんの経験を積むこと
ができ、大変ありがたく、感謝しております。

私ども職員は《保健・医療・福祉を三位
一体としたサービスを提供する》という基
本理念のもと、地域の方々ができるだけ住
み慣れた環境で安心し過ごせるよう、それ
ぞれの分野において、勇往邁進したいと思っ
ております。

あと二日で平成も終わり、新たに令和へ
と年号も変わります。今年も多くの新入職
員を迎え、私どもも今一度初心に返り、Ｉ
ＭＨグループの新たな時代に向けて、より
一層の努力と研鑽に励むことをお誓い申し
上げます。

何とぞ従来にも増して、ご指導、ご支援
賜りますよう、心からお願い申し上げ、お
礼の言葉とさせていただきます。

本日は誠に有難うございました。

永年勤続者代表　赤木 和教

閉式の辞
常務理事 土屋 公威
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第Ⅱ部　祝賀会

理事長　土屋　隆　式辞

先ほど表彰をお受けになった永年勤続の皆
さん、おめでとうございます。皆さんは、今
や、この組織にとって、掛け替えのない、有
為な人的財産であります。模範的な、立派な
先輩として、次代を担う後輩達のお手本とし
て、指導に当たって頂きますよう、お願い致
します。

次に、先日、入職式を終えられた皆さん、
改めて入職おめでとうございます。この組織
\ には、先ほど永年勤続表彰をお受けになっ
た先輩をはじめ、立派な先輩が大勢いらっしゃ
います。この方々は、どのような信念を持っ
て、今日まで成功への道を歩んで来られたの
でしょうか。

毎年、申し上げていることですが、先輩の
諸君も忘れていたら、想い起こして欲しいの
ですが、ある学者は、人生成功への基本的三
条件を挙げています。

その条件は、
（１）明るく素直であること
（２）勉強が好きであること
（３）物事を悲観的に考えない、

プラス思考であることです。

今日まで、勤続できた多くの諸君が、自身
の人生を省みて、悔いはない、成功であった
と思えるのは、この条件が備わっていたとい
うことです。この基本的条件は、組織にとっ
ても必須であります。このようなスタッフに
よって構成される組織が、大きく成長・発展
することは間違いありません。このことを、
しっかり銘記しておいてください。

新入職の若い世代の諸君は、言うまでもな
く、永年勤続の皆様も、定年など気にしないで、
いつまでも若々しく、七十才、八十才までも
現役であってくれるよう願っています。

平成の時代は、今日を含めてあと 3 日で終
わり、新元号令和の時代に変わります。輝山
会記念病院は、本年、創業（昭和 49・2・15）
以降、昭和の時代を 14 年間、続いて平成を
31 年間、都合創立４５周年を迎えることにな
ります。

（8 頁に続く）
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【輝山会記念病院の歴史】
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昭和 49年２月〜平成 31 年４月
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（5 頁より）
創立４５周年記念事業として、新棟アネッ

クスが竣工しました。1 階が、『八重のさくら
保育園』であります。事業所内保育施設とし
ては、設立から 26 年に入りますが、理想的な
すばらしい施設ができました。そして『在宅
医療・福祉支援センター』があります。2階が『総
合健診センター』3階は、『内視鏡検査センター』
です。

3 月 24 日にテープカット、竣工式、玉串奉奠、
直会、定礎式を執り行いました。
定礎式では、《誓詞》を奉読しました。
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左から 満 15 年永年勤続者 佐久間雄次 副院長・統括診療所長 仁科　裕之
 社会福祉法人悠水会理事・施設長 宮島　幸彦 総務部長 木下　　進
 名古屋東栄クリニック総合健診センター長 花田　征治 満 20 年永年勤続者 西沢　修一
 武井一男税理士事務所所長・医療法人輝山会監事 武井　一男 先生

左から 満 20 年永年勤続者 伊藤 真由美 レディース健診センター長 足立 　立子
満 35 年永年勤続者 川手 美百合 満 20 年永年勤続者 錫木 美智代
リハビリ部門統括部長 清水 　康裕 満 15 年永年勤続者 山田 三千代
副院長 平井 　　敦 満 15 年永年勤続者 北沢 真由美
宇佐美基彦税理士事務所所長 宇佐美 基彦 先生

開会の辞
名古屋東栄クリニック
院長　本多  英邦

創立記念式典後、祝賀会が執り行われました。被表彰者、新入職員を祝い、
また、会場にいる職員全員でこれからの輝山会グループの発展を誓い合いました。
ご馳走を囲み、職員同士の交流も深めることができ、素晴らしい会となりました。

鏡開き

乾杯
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【余興】新入職員・永年勤続者による余興があり、会場全体で盛り上がりました。
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【万歳三唱】会の締めくくりに全員で万歳三唱をしました

【サライ合唱】全員で手を繋ぎ、輪を作って恒例のサライを合唱しました

閉会の辞
副院長・医局長　前本 勝利

左から 社会福祉法人悠水会事務次長 関島　美佐
満 15 年永年勤続者 田中ひとみ
整形外科医長 川村　淸志
武井一男税理士事務所副所長 内田　幹子 先生

 内科医長 下平　隆寛
 宇佐美基彦税理士事務所 山田　昌男  先生
 満 15 年永年勤続者 金田　　強
 満 15 年永年勤続者 中村　　愛
 新入職員代表 武田　栞奈
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